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安全情報の表示について 
当社では人身事故や財産の損害を避けるために，危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用いて安全に関す

る情報を提供しています。記述内容を十分理解して機器を操作するようにしてください。 

下記の表示およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また，外観図などが本書に含まれる

とき，製品に貼り付けたラベルなどがその図に記入されていない場合があります。 

 

本書中の表示について 
 
 回避しなければ，死亡または重傷に至る切迫した危険状況があることを警告しています。 

 回避しなければ，死亡または重傷に至る恐れがある潜在的危険について警告しています｡ 

 回避しなければ，軽度または中程度の人体の傷害に至る恐れがある潜在的危険，または，物

的損害の発生のみが予測されるような危険状況について警告しています。 

機器に表示または本書に使用されるシンボルについて 

機器の内部や操作箇所の近くに，または本書に，安全上または操作上の注意を喚起するための表示があります。 

これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分理解して，注意に従ってください。 

 

 
 

禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が描かれています。 

  守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が描かれています。 

  警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くにその内容が描かれています。 

  
注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。

 

  このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示しています。 

 
MS9710C 
光スペクトラムアナライザ 
取扱説明書 
 
1999年（平成11年）２月24日（初 版） 

2008年（平成20年）12月26日（第８版） 

  
・予告なしに本書の内容を変更することがあります。 
・許可なしに本書の一部または全部を転載・複製することを禁じます。 
Copyright © 1999-2008, ANRITSU CORPORATION 
Printed in Japan 

   危険 

   警告 

   注意 
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 警告

1 左のアラートマークを表示した箇所の操作をするときは，必ず取扱説明書

を参照してください。取扱説明書を読まないで操作などを行った場合は，

負傷する恐れがあります。また，本器の特性劣化の原因にもなります。

なお，このアラートマークは，危険を示すほかのマークや文言と共に用い

られることもあります。

2 測定カテゴリについて

本器は，測定カテゴリⅠ（CATⅠ）の機器です。CATⅡ，Ⅲ，およびⅣに該

当する場所の測定には絶対に用いないでください。

測定器を安全に使用するため，IEC 61010では測定カテゴリとして，使用

する場所により安全レベルの基準をCATⅠ～CATⅣで分類しています。

概要は下記のとおりです。

CATⅠ： コンセントからトランスなどを経由した機器内の二次側の電気

回路

CATⅡ： コンセントに接続する電源コード付き機器（可搬形工具・家庭用

電気製品など）の一次側電気回路

CATⅢ： 直接分電盤から電気を取り込む機器（固定設備）の一次側およ

び分電盤からコンセントまでの電気回路

CATⅣ： 建造物への引き込み電路，引き込み口から電力量メータおよ

び一次側電流保護装置（分電盤）までの電気回路

3 レーザ光に関する警告

・ 本器のコネクタのケーブル接続面，および本器に接続されたケーブル

を覗かないでください。レーザ光が目に入ると，被ばくし，負傷する恐

れがあります。

・ 後のページに掲載した「レーザ光の安全について」で示すように，本器

には安全に使用していただくためのラベルを表示しています。

4 本器へ電源を供給するには，本器に添付された3芯電源コードを3極コン

セントへ接続し，アース配線を行ってから使用してください。3極コンセント

がない場合は，本器へ電源を供給する前に，変換アダプタから出ている

アース線の先端の端子を，必ずアースに配線してから使用してください。

アース配線を行わないで電源を供給すると，負傷または死につながる感

電事故を引き起こす恐れがあります。また，精密部品を破損する恐れが

あります。

感電
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 警告

5 本器は，お客様自身では修理できませんので，本体またはユニットを開け，

内部の分解などしないでください。本器の保守については，所定の訓練を

受け，火災や感電事故などの危険を熟知した当社または当社代理店の

サービスマンに依頼してください。本器の内部には，高圧危険部分があり

不用意にさわると負傷または死につながる感電事故を引き起こす恐れが

あります。また精密部品を破損する恐れがあります。

6 機器本体またはユニットには，出荷時の品質を保持するために性能保証

シールが貼られています。このシールは，所定の訓練を受け，火災や感

電事故などの危険を熟知した当社または当社代理店のサービスマンに

よってのみ開封されます。第三者によってシールが開封，破損されると機

器の性能保証を維持できない恐れがあると判断する場合があります。お

客様自身で機器本体またはユニットを開け，性能保証シールを破損しな

いよう注意してください。

7 本器は，必ず決められた設置方法に従って使用してください。本器を決め

られた設置方法以外で設置すると，わずかの衝撃でバランスを崩して足

元に倒れ，負傷する恐れがあります。また，本器の電源スイッチの操作が

困難になる設置は避けてください。

8 本器の表示部分にはLCD（Liquid Crystal Display）を使用しています。強

い力を加えたり，落としたりしないでください。強い衝撃が加わると，LCD
が破損し中の溶液（液晶）が流出する恐れがあります。

この溶液は強いアルカリ性で有毒です。

もし，LCDが破損し溶液が流出した場合は，触れたり，口や目に入れたり

しないでください。誤って口に入れた場合は，ただちに吐き出し，口をゆす

いでください。目に入った場合は，擦らずに流水でよく洗ってください。い

ずれの場合も，ただちに医師の治療を受けてください。皮膚に触れた場合

や衣服に付着した場合は，洗剤でよく洗い流してください。

LCD

修理

転倒

校正

LCD
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 注意

1 ヒューズを交換するときは，電源コードを電源コンセントから抜いて，本書

記載のヒューズと交換してください。電源コードを電源コンセントから抜かな

いでヒューズの交換を行うと，感電する恐れがあります。また，本器背面の

ヒューズの表示と同じ形名または同じ特性のヒューズを使用してください。

規格外のヒューズを使用すると火災事故につながる恐れがあります。

ヒューズの表示において

T3.15Aはタイムラグ形ヒューズであることを示します。

2 電源やファンの周囲のほこりを清掃してください。

・ 電源コンセントに付着したほこりなどは，ときどき，清掃して使用してく

ださい。ほこりが電極にたまると火災になる恐れがあります。

・ ファンの周りのほこりなどを清掃し，風穴をふさがないようにしてくださ

い。風穴をふさぐと，本器内部の温度が上昇し，火災になる恐れがあ

ります。

清掃

ヒューズ交換
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本器が放出するレーザ光は，設計上安全とされるClass 1（関連規格IEC
60825-1:2001），またはClassⅠ（関連規格21 CFR 1040.10:1995）に相当

します。

表1

規格
形名

IEC 60825-1 21 CFR 1040.10

MS9710C-03 Class 1 Class I

MS9710C-04 Class 1 Class I

MS9710C-05 Class 1 Class I

MS9710C-13 Class 1 Class I

MS9710C-14 Class 1 Class I

Class 1は，レーザ光について危険の程度を示すものです。IEC 60825-
1:2001では以下のように定められています。

Class 1 設計上安全であるレーザ光です。この条件には，ビーム内観察

用の光学器具の使用を含みます。

また，ClassⅠは，21 CFR 1040.10:1995では以下のように定められていま

す。

ClassⅠ 設計上，安全とされるレーザ光です。

 注意

本書に規定した以外の手順による制御および調整をすると，危険なレーザ放

射により，被ばくする恐れがあります。

発散性ビームを放出するレーザ製品に対して，光学器具を使用すると，眼に

対する傷害を増すことになります。

レーザ光の安全について
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レーザ光に関する表示
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 注意 
本器はメモリのバックアップ用電池として，フッ化黒鉛リチウム電池を使用し

ています。交換はアンリツ計測器カストマサービスで行いますので，当社また

は当社代理店へ依頼してください。 
 
注：本器の電池寿命は購入後，約 7 年です。早めの交換が必要です。 
 
 
本器は，データやプログラムの外部記憶媒体として，フロッピーディスクを使

用しています。フロッピーディスクは，その使用方法に誤りがあった場合や故

障などにより，大切な記憶内容を喪失してしまう恐れがあります。 
万一のことを考えて，バックアップをしておくことをお勧めします。 
当社は，記憶内容の喪失について補償しません。 
 
下記の点に十分注意して使用してください。 
・ アクセス中にはフロッピーディスクを装置から抜き取らないでください。 
・ 静電気が加わると破損する恐れがあります。 
・ 添付品以外の外部記憶媒体については，すべての動作を保証するもの

ではありません。あらかじめご確認のうえ，使用してください。 
 
 
フロッピーディスクドライブはほこりなどに弱いので，正常動作を維持するた

めに定期的に磁気ヘッドのクリーニングを行ってください。 
 
 
本器は，工業環境用に設計されています。住宅環境で使用すると，無線障害

を起こすことがあり，その場合，使用者には適切な対策を施す必要が生じま

す。 
 

 
 

本器内のメモリの 
バックアップ用電池交換

について 

外部記憶媒体について 

フロッピーディスクドライブ

について 

住宅環境での使用につい

て 
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品質証明

アンリツ株式会社は，本製品が出荷時の検査により公表規格を満足していること，

ならびにそれらの検査には，産業技術総合研究所（National Institute of
Advanced Industrial Science and Technology）および情報通信研究機構

（National Institute of Information and Communications Technology）など

の国立研究所によって認められた公的校正機関にトレーサブルな標準器を基準と

して校正した測定器を使用したことを証明します。

品質保証

アンリツ株式会社は，納入後 1 年以内に製造上の原因に基づく故障が発生した場

合は，無償で修復することを保証します。

ただし，次のような場合は上記保証の対象外とさせていただきます。

・ 取扱説明書に記載されている保証対象外に該当する故障の場合。

・ お客様の誤操作，誤使用，無断改造・修理による故障の場合。

・ 通常の使用を明らかに超える過酷な使用による故障の場合。

・ お客様の不適当または不十分な保守による故障の場合。

・ 火災，風水害，地震，そのほか天災地変などの不可抗力による故障の場合。

・ 指定外の接続機器，応用機器，応用部品，消耗品による故障の場合。

・ 指定外の電源，設置場所による故障の場合。

また，この保証は，原契約者のみ有効で，再販売されたものについては保証しか

ねます。

アンリツ株式会社は，本製品の欠陥に起因する損害のうち，予見できない特別の

事情に基づき生じた損害およびお客様の取引上の損失については，責任を負い

かねます。

当社へのお問い合わせ

本製品の故障については，本書（紙版説明書では巻末，CD 版説明書では別ファ

イル）に記載の「本製品についてのお問い合わせ窓口」へすみやかにご連絡くださ

い。
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国外持出しに関する注意 

1. 本製品は日本国内仕様であり，外国の安全規格などに準拠していない場

合もありますので，国外へ持ち出して使用された場合，当社は一切の責

任を負いかねます。 
2. 本製品および添付マニュアル類は，輸出および国外持ち出しの際には，

「外国為替及び外国貿易法」により，日本国政府の輸出許可や役務取引

許可を必要とする場合があります。また，米国の「輸出管理規則」により，

日本からの再輸出には米国政府の再輸出許可を必要とする場合があり

ます。 
本製品や添付マニュアル類を輸出または国外持ち出しする場合は，事前

に必ず当社の営業担当までご連絡ください。 
輸出規制を受ける製品やマニュアル類を廃棄処分する場合は，軍事用途

等に不正使用されないように，破砕または裁断処理していただきますよう

お願い致します。 
 
 

再利用部品について 

アンリツグループは，資源の再利用と製造エネルギの削減を目的として，リサ

イクル活動を推進しています。本製品は，当社品質基準に適合した再利用部

品（機構部品）を使用している場合があります。 
 
 

寿命のある部品について 

本器には，動作回数または通電時間により決まった寿命がある部品を使用し

ています。長時間連続して使用する場合は，これらの部品の寿命に注意してく

ださい。これらの部品は，保証期間内であっても寿命の場合は有償交換になり

ます。 
表示部のバックライト：「付録 J 寿命がある部品について」を参照してください。 
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電源ヒューズについて

電源関係の安全性確保のために，当社の製品では，お客様の要求に応じて

1 ヒューズ電源または 2 ヒューズ電源が提供されています。

1 ヒューズ電源： 活電状況にある単相電源線の片方だけに

ヒューズが付きます。

2 ヒューズ電源： 活電状況にある単相電源線の両方に

ヒューズが付きます。

例 1：1 ヒューズ電源が使用されているときは，ヒューズホルダが 1 個見えます。

ヒューズホルダ

例 2：2 ヒューズ電源が使用されているときは，ヒューズホルダが 2 個見えます。

ヒューズホルダ
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第１章　概要

1.1 MS9710C光スペクトラムアナライザ
MS9710C光スペクトラムアナライザは回折格子を用いたスペクトラムア
ナライザです。LDやLEDなど発光素子のスペクトラム測定やアイソレー
タなど受動素子の伝送特性の測定に加え，ファイバアンプシステムのNF
やゲインの計算も行えます。
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第２章 各部の名称と機能

2.1 開梱
梱包箱から本体と付属品を取り出し，構成品リストに記載した物品が
揃っているかを確認してください。万一，不足や破損したものがあれば
すみやかに当社または代理店へご連絡ください。

構成品

品名 数量 形名／オーダリング番号

本体
光スペクトラムアナライザ 1 MS9710C

標準付属品
　AC電源コード 1
3.15 A（100 V/200 V用） 2 T3.15A250V（100 V/200 V用）
取扱説明書（本書） 1 W1579AW
フロントカバー 1 B0329G
プリンタ用紙 2 TP080-20L
リモート制御 取扱説明書 1 W1580AW
Labview用計測器ドライバ
RS-232C用 1 MX971003S
GPIB用 1 MX971003G

2.2 各部の名称と機能
各部の名称と機能を確認してください。

　プリンタ�

　背面パネル�

　正面パネル�

　フロッピーディスクドライブ�　電源スイッチ�

　光入力コネクタ�

　Feedキー�

　Copyキー�

　取っ手�

1

2

3

4

5

7

8

9

6
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第２章 各部の名称と機能

2.4 背面パネル
本器の背面の各部の名称とそれぞれの機能を確認してください。下図はオプ
ションをすべて実装した場合を示しています。

光源が実装される場合には取り扱いの注意を促すためにラベルが貼ってあり
ます。本書の巻頭のivページとvページに，光関連機器を安全にお使い頂くた
めの情報がありますのでご覧ください。

　GPIBインタフェースコネクタ�

　 SLD出力ポート（オプション）�
　 または�
　 白色光源出力ポート（オプション）�

　 プリンタカバーボタン�

　 AC電源入力コネクタ�

　 機能接地端子�　 ファン�
　 基準光源出力ポート（オプション）�

　RS-232Cインタフェースコネクタ  

　 外部トリガ入力端子�

1

2

3 4

5

6

7

8

9

　 VGA出力コネクタ�10
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① GPIBインタフェースコネクタ
外部のコンピュータまたはプリンタを接続するためのGPIBインタフェー
スです。

② RS-232Cインタフェースコネクタ
外部のコンピュータを接続するためのRS-232Cインタフェースです。
また，波長可変光源とのトラッキング測定時にMG9637/9638との専用イ
ンタフェースとして使用されます。

③ 外部トリガ入力端子 変調信号などに同期をかけるためのトリガ信号を入力します。TTLレベ
ルの信号を加えると信号の立上りでデータをホールドします。

第4.8項および第4.9項

④ SLD光源出力ポート（オプション）または白色光源出力ポート（オプション）
オプションのSLD光源が実装されると伝送特性測定用のレベル基準光
（SLD光源）の出力ポートになります。

第3.8項

⑤ プリンタカバーボタン このボタンを左または右に回すとプリンタカバーのロックが外れ，カ
バーを取り外すことができます。

第3.7項

⑥ 機能接地端子 機器の筐体と電気的に接続された端子です。

第3.2項

⑦ AC電源入力コネクタ AC電源の入力コネクタです。

⑧ ファン 本器内の空気を排気する空冷用のファンです。

⑨ 基準波長光源出力ポート（オプション）
オプションの基準光源が実装されると波長校正用の基準光の出力ポート
になります。

第3.8項

⑩ VGA出力コネクタ
VGAモニタを接続して測定画面の表示が可能になります。

2.4 背面パネル
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第３章 ご使用になる前に

この章にはお使いになる前に，あらかじめ知っておいていただきたい事
柄がまとめてあります。ご使用中の安全や故障を避けるための注意事項
についても記載されていますので，一度は必ずご覧ください。

3.1 設置の条件 ....................................................... 3-2
3.2 電源と接続する................................................ 3-4

3.2.1 電源電圧を確認する........................... 3-4
3.2.2 電源コードを接続する ....................... 3-4

3.3 振動や衝撃に対する注意 ................................. 3-6
3.4 メモリ .............................................................. 3-6
3.5 フロッピーディスク ........................................ 3-7
3.6 光アッテネータ................................................ 3-8
3.7 プリンタ .......................................................... 3-9

3.7.1 用紙のセット...................................... 3-9
3.8 オプション光源................................................ 3-12
3.9 光コネクタの交換 ............................................ 3-13

3.9.1 交換可能光コネクタ........................... 3-13
3.9.2 お客様が交換できない光コネクタ ..... 3-14

3.10 ヒューズの交換................................................ 3-15

ご
使
用
に
な
る
前
に
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第３章 ご使用になる前に

3.1 設置の条件
設置の向き

本器は水平に設置してください。

設置環境
本器は0～50℃で動作しますが，下記のような環境での使用は故障の原因
となりますのでお避けください。

・ 振動のある場所
・ 湿気，ほこりの多い場所
・ 傾斜している場所
・ 直射日光の当たる場所
・ 活性ガスにおかされる可能性のある場所
・ 温度変化の激しい場所

また，本器を低温で長時間使用した後に温度の高い場所に移動した場合
などには本器内部に結露することがあります。この状態で電源を入れる
と，回路のショートなどで故障の原因になります。このような場合は，
十分乾燥した後に電源スィッチを入れてください。
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ファンからの距離
本器の背面に通風ファンを設けています。本器を壁や周辺機器などの障
害物から10 cm以上離して，空気の流通を妨げないようにしてください。

10 cm以上�

10 cm以上�

10 cm以上�

3.1 設置の条件

ご
使
用
に
な
る
前
に
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第３章 ご使用になる前に

3.2 電源と接続する
この節では，本器に電源を供給するための手順について説明します。

3.2.1 電源電圧を確認する
本器を正常に動作させるために，下記に記載した電源電圧の範囲で使用
してください。

電源 電圧範囲 周波数

100 V系AC電源 100～120 V 47.5～63 Hz

200 V系AC電源 200～225 V 47.5～63 Hz

100 V系および200 V系は，自動切り替え方式です。

 注意
上記以外の電源電圧を使用した場合，感電や火災，故障，
誤動作の原因となることがあります。

3.2.2 電源コードを接続する
電源コードの接続は，正面パネルにある電源スイッチがオフ（○）になっ
ていることを確認してから行います。

�電源コードを電源コンセントおよび背面パネルにある電源インレットに
差し込みます。電源接続時に本器が確実にアースに接続されるよう，付
属の3芯電源コードを用いて接続してください。

3芯電源コード� プラグ�

アースピン�

アース端子�
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3極コンセントがない場合は，3極－2極変換アダプタを用います。3極－
2極変換アダプタのアース線をアース端子に接続したあと，3極－2極変換
アダプタを電源コンセントに接続してください。次に，3芯電源コードを
3極－2極変換アダプタに接続してください。

アース端子�

変換アダプタ�

アースピン�
プラグ�

3芯電源コード�

 警告
アース配線を実施しない状態で電源コードを接続すると，
感電による人身事故の恐れがあり，また本器および本器と
接続された周辺機器を破損する可能性があります。

本器の電源供給に，アース配線のないコンセント，延長
コード，変圧器などを使用しないでください。

 注意
本器の故障や誤動作などの緊急時は，正面パネルの電源ス
イッチをオフ（○）にするか，電源コードの電源インレット
またはプラグを外して，本器を電源から切り離してくださ
い。

本器を設置する場合，電源スイッチを操作しやすいように
配置してください。

本器をラックなどに実装した場合，電源供給元となるラッ
クのスイッチまたはサーキットブレーカを，電源切り離し
の手段としても構いません。

3.2 電源と接続する

ご
使
用
に
な
る
前
に
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第３章 ご使用になる前に

3.3 振動や衝撃に対する注意
本器の心臓部である光学部には数ミクロンオーダの精密機械部品が使用
されています。本器の使用や保存，持ち運びには，過度な振動や衝撃を
加えないように十分ご注意ください。
本器を持ち運ぶときは，必ず左右の取っ手を持って，本器ができるだけ
水平になるようにしてください。片側の取っ手を持って本器をつり下げ
て持ち運んだりすると内部の精密部品に無理な力が加わって破損する恐
れがあります。

3.4 メモリ
本器には測定したデータを格納するためのメモリＡとメモリＢがありま
す。データを格納するメモリと，どちらのメモリを画面に表示するか
は，Traceカードを使って，それぞれ独立に選択できます。メモリＡを表
示している画面をトレースＡ，メモリＢを表示している画面をトレース
Ｂと呼びます。

メモリＡとメモリＢのデータを同時に表示するトレースＡ＆Ｂ，それぞ
れの差（除算）を表示するトレースＡ－ＢまたはトレースＢ－Ａを表示さ
せることもできます。これらの演算はメモリＡとＢとも，測定条件が
まったく同じ場合に可能です。

トレースＡを表示しているときに，メモリＡからメモリＢに切り替え，
測定条件を変更すると，表示されている画面の測定条件とは違った条件
でメモリＢにデータが格納されます。このときのメモリＡとメモリＢを
使ってトレースＡ＆Ｂ，Ａ－ＢまたはＢ－Ａを表示させることはできま
せん。
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3.5 フロッピーディスク
本器ではデータの保存にフロッピーディスクを使用します。新しいフ
ロッピーディスクにデータを保存する場合には，まずフロッピーディス
クをフォーマット（初期化）します。本器でフォーマットされたフロッ
ピーディスクはMS-DOS形式となります。

2DDまたは2HDのフロッピーディスクが使用できます。2HDフロッピー
ディスクを使用したときには1.44 MBまたは1.2 MBのどちらか一方の
フォーマットを選択できます。

フロッピーのタイプ 容量

2DD 720 KB
2HD 1.44 MB
2HD 1.2 MB

フロッピーディスクにデータを保存するとき，またはフォーマットをす
るときはフロッピーディスクが書き込み禁止状態になっていないことを
確認してください

フロッピーディスクの挿入方向
フロッピーディスクはラベル面を上にして下図のように挿入してくださ
い。

ラベル面�

フロッピーディスクドライブは5～50℃の周囲温度で使用してください。

3.5 フロッピーディスク
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3.6 光アッテネータ
光アッテネータは，Level Scaleカードを開いてファンクションキー f 6

で「挿入する（On）」，「挿入しない（Off）」を切り替えることができます。
アッテネータがOffのとき本器の最大入力パワーは＋10 dBmですがOnに
すると＋23 dBmになります。画面に表示される入力光のレベルはアッテ
ネータのOn/Offにかかわらず入力コネクタ端での値です。

第5.2項
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3.7 プリンタ
3.7.1 用紙のセット

本器の上面左奥にあるプリンタに用紙がセットされていることを確認し
てください。もし，用紙が切れている場合は以下の要領でセットしてく
ださい。

① 本器上面のプリンタカバーボタンを右または左にまわしてプリンタ
カバーを外します。

プリンタカバーボタン�

プリンタカバー�

①�

② リリースレバーを矢印の方向に倒します。

③ プリンタローラがプリンタ本体から解放されたことを確認し，プリ
ンタローラを引き上げます。

リリースレバー�

プリンタローラ�

③�

②�

3.7 プリンタ
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④ 用紙レバーを引き上げます。

⑤ 用紙を下図のような向きで用紙レバーに通します。用紙レバーを下
げ，用紙をプリンタヘッドに対してまっすぐにセットします。

プリンタヘッド�

用紙レバー�

用紙�

④�

⑤�

⑥ 用紙の先端を引き出しプリンタローラとプリンタヘッドの間に挟み
ます。

⑦ カチッと音がするまでプリンタローラを押し込みます。

用紙の先端�

⑥�

⑦�
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⑧ 用紙の先端をプリンタカバーのスリットに通します。

⑨ プリンタカバーを倒し，プリンタカバーボタンを右または左にまわ
して，プリンターカバーをロックします。

スリット�

⑨�

⑧�

 注意
プリンタ用紙には指定のものをご使用ください。指定以外の
用紙を使用すると以下のようなトラブルが発生する可能性が
あります。
・低感度の記録紙による印字品質の低下
・用紙表面の粗さによるヘッドの摩耗
・印字時の異常音やヘッド部分の腐食や損傷

・低保存性記録紙による印字の消滅

3.7 プリンタ
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3.8 オプション光源
基準波長光源，SLD光源
伝送特性測定用のレベル基準光（SLD光源）はポート１に，波長校正用の
基準光はポート２に，出力されます。

白色光源
広い帯域（0.9～1.75μm）の伝送特性を測定するための光源です。

光源に用いているランプの寿命は2500時間です。ランプの交換について
は，本器の保証期間内であっても有償とさせていただきます。
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3.9 光コネクタの交換
3.9.1 交換可能光コネクタ

特に指定がない場合は光入力コネクタにはFCコネクタ（MS9710C-37）が
取り付けられています。このコネクタはお客様が以下のコネクタに交換
できます。

品名 形名

STコネクタ MS9710C-38
DIN（47256）コネクタ MS9710C-39
SCコネクタ MS9710C-40
HMS-10/A（DIAMOND）コネクタ MS9710C-43

本器の光コネクタは取り外して別の形状のコネクタ（別売）に交換した
り，内部をクリーニングできます。

コネクタを取り外すには以下のようにします。クリーニングの方法につ
いては第7.1項を参照してください。

第7.1項

3.9 光コネクタの交換
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（１）コネクタのカバーを開きます。

（２）コネクタレバーを手前に引き上げ，ラッチが外れたことを確認して
からコネクタを静かにまっすぐ手前に引き抜きます。

Marker

Optical Input

Max +10dBm(ATT Off)

Max +20dBm(ATT On)

Sweep

コネクタレバー�

（３）コネクタを装着する場合は逆の手順で行いますが，そのさい，コネ
クタなどでフェルールの端面を傷つけないよう十分にご注意くださ
い。

3.9.2 お客様が交換できない光コネクタ
以下のコネクタへ交換する場合は当社サービスマンにご相談ください。

品名 形名

E2000（DIAMOND）コネクタ MS9710C-27
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3.10 ヒューズの交換
ヒューズが切れたときは，原因を取り除いたうえで，次のようにして交
換してください。

 注意
ヒューズを交換するさいには，電源コードを電源コンセント
から抜いてから交換してください。電源コードを抜かない
で，ヒューズの交換を行うと感電する可能性があります。

交換するヒューズは本器背面に表示したヒューズと同じ定
格，または同じ特性のヒューズを使用してください。
ヒューズの表示においてT3.15Aはタイムラグ形のヒューズ
であることを示します。

（１）ヒューズの交換手順

１ 本器の背面のAC電源入力コネクタの下部にヒューズホルダがありま
す。ヒューズホルダのキャップを開きます。

２ 切れている方のヒューズを交換します。

３ もとどおり，ヒューズホルダのキャップを取り付けます。

ヒューズホルダ�

3.10 ヒューズの交換
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C.4 デバイスに関するエラー（300～499）

�
300�
301�
302�
303�
304�
305�
306�
�
320�
321�

322�
�
324�
325�
�
400�
401�
402�

403�
�
404�
�
405�
406�

407�
�
408�
�
419�
420�
421

番号�
－FDに関するエラー－�
FD Does Not Exist�
FD Format Error�
Can't Find File�
FD Memory Full�
FD Write Protected�
File Incomplete�
Date File Full�
－プリンタに関するエラー－�
No paper�
Printer Cover Release�

Printer Error�
�
Printer Error�
Printer Error�
－GPIB/RS-232Cに関するエラー�
未使用�
Command Error�
Command Error�

Command Error�
�
Command Error�
�
Command Error�
Command Error�

Command Error�
�
�
未使用�
�
TLS Interface Error�
TLS Not Respond

エラーメッセージ�
�

ESE-DDE�
ESE-DDE�
ESE-DDE�
ESE-DDE�
ESE-DDE�
ESE-DDE�
ESE-DDE�

�
ESE-DDE�
ESE-DDE�

ESE-DDE�
�

ESE-DDE�
ESE-DDE�

�
�

ESE-CME�
ESE-CME�

ESE-CME�
�

ESE-CME�
�

ESE-CME�
ESE-CME�

ESE-CME�
�
�
�
�
－�
－�

ステータス�
�
FDが挿入されていない�
FDのフォーマットが正しくない�
FDに指定ファイルが存在しない�
FDのメモリオーバー�
FDが書き込み禁止になっている�
FDのファイルが不完全に作成されている�
FDのファイル数オーバー�
�
紙切れ検出�
プリンタカバーが外れている�
プリンタ未接続またはプリンタのデバイスタイプ
が違う�
ヘッドの温度異常�
内蔵プリンタのハードウェア異常�
�
�
未定義のヘッダを受信した�
数値データの整数部分が正しくない�
数値データの実数部分が正しくない，または，
実数形式のデータを入力したが有効でない�
数値データの指数部分が正しくない，または，
指数形式のデータを入力したが有効でない�
サフィックス部（単位）が正しくない�
引数の個数がコマンドの文法に反する�
＊PCBコマンドを受信したが，コントローラ機能
がない�
�
�
�
波長可変光源との接続に異常�
波長可変光源の応対がない�

出力条件�

〜
�

C.4 デバイスに関するエラー（300～499）

付
録
Ｃ

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

付
録
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付
録
Ｊ

寿
命
が
あ
る
部
品
に
つ
い
て

付
録

本機には，動作回数によって決まった寿命がある部品を使用していま
す。これらの部品は，保証期間内であっても寿命の場合は，有償交換に
なります。

長時間連続して使用する場合は，これらの部品の寿命に注意してくださ
い。

表示器のバックライト
本機のディスプレイ（液晶表示器）のバックライトには，冷熱陰極管が用
いられています。転倒時間により輝度が低下します。

バックライトの寿命は約50000時間です。バックライトは表示器に一体化
されていますので，交換の際は表示器を交換する必要があります。

表示器の交換の際は，アンリツ計測器カストマサービスまで連絡してく
ださい。

付録Ｊ 寿命がある部品について



付録Ｊ 寿命がある部品について

J-2 .



索-1

　
　

索引索引

記号
3Dファンクションキー 5-47

A
Act-Res Off/Onファンクションキー 5-19
Analysisカード 5-23, 5-25, 5-27, 5-29, 5-

31, 5-33, 5-35
Applicationカード 5-50, 5-51, 5-53, 5-55, 5-

57, 5-59, 5-61, 5-63, 5-65, 5-67, 5-
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W
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おもてのカード 1-10, 5-1, 5-2

カ
カード
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カード形式のメニュー 1-10
カードタブ 2-8
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回折格子 1-2
画面 2-5
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サ
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終了波長の設定 5-10
受光帯域幅の設定 5-17
ショートカットキー 1-11, 2-5
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ソ
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掃引幅の設定 5-9
測定条件
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...工場出荷時の状態に戻す 4-4
初期化 5-95
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保存 5-94
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測定データ 1-3
...プリント 4-17
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テ
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電源
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ト
取っ手 2-3
トリガ入力端子 2-7
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波長オフセット 6-4
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ヒ
光コネクタ 1-5
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ヒューズの交換 3-15
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フ
ファイルの削除 5-44
ファン 2-7
ファンクションキー
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フェルール 3-13
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付属品 1-4
プリンタカバーボタン 2-7
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フロッピーディスク
...挿入方向 3-7
...フォーマット 4-15

フロッピーディスクドライブ 2-3
フロッピーディスクのフォーマット 5-45
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マ
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ミ
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メ
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リ
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レ
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レベルマーカの設定 5-104

ロ
ログスケールの設定 5-12

索
引



索-6

索引

.


	表紙
	安全情報の表示について
	安全にお使いいただくために
	はじめに
	目次
	第1章　概要
	1.1 MS9710C光スペクトラムアナライザ
	1.2 主な機能
	1.3 特長
	1.4 標準構成
	1.5 オプション
	1.6 関連用品
	1.7 主な規格
	1.8 測定モードと設定機能の切り替え

	第2章　各部の名称と機能
	2.1 開梱
	2.2 各部の名称と機能
	2.3 正面パネル
	2.4 背面パネル
	2.5 画面の表示
	2.6 ショートカットキー
	2.7 Sweepキー
	2.8 Markerキー
	2.9 テンキーとエンコーダ
	2.9.1 テンキー
	2.9.2 エンコーダ


	第3章　ご使用になる前に
	3.1 設置の条件
	3.2 電源と接続する
	3.2.1 電源電圧を確認する
	3.2.2 電源コードを接続する

	3.3 振動や衝撃に対する注意
	3.4 メモリ
	3.5 フロッピーディスク
	3.6 光アッテネータ
	3.7 プリンタ
	3.7.1 用紙のセット

	3.8 オプション光源
	3.9 光コネクタの交換
	3.9.1 交換可能光コネクタ
	3.9.2 お客様が交換できない光コネクタ

	3.10 ヒューズの交換

	第4章　操作
	4.1 光ファイバコードの接続
	4.2 電源をオンにする
	4.3 まず，使ってみる
	4.4 測定波形の解析
	4.5 測定波形の保存・呼び出し
	4.6 波形のプリント
	4.7 外部トリガ信号による測定
	4.8 オプション光源の利用
	4.9 伝送特性の測定
	4.10 トラッキング測定
	4.10.1 波長可変光源MG9637/MG9638との接続
	4.10.2 MG9637/MG9638の設定
	4.10.3 トラッキング波長の校正（Adjust to TLS）の実行
	4.10.4 トラッキング測定
	4.10.5 トラッキング測定の終了


	第5章　画面の説明
	5.1 波長の設定（Wavelengthカード：[F1]）
	5.1.1 中心波長の設定（Centerファンクションキー：[f1]）
	5.1.2 掃引幅の設定（Spanファンクションキー：[f2]）
	5.1.3 開始波長の設定（Startファンクションキー：[f4]）
	5.1.4 終了波長の設定（Stopファンクションキー：[f5]）
	5.1.5 マーカ周波数表示の切り替え（Mkr Value Wl/Freqファンクションキー：[F6]）
	5.1.6 波長表示の切り替え（Value in Air/Vacファンクションキー：[f7]）

	5.2 レベルの設定（Level Scaleカード：[F2]）
	5.2.1 ログスケールの設定（Log(/div)ファンクションキー：[f1]）
	5.2.2 リファレンスレベルの設定（Ref Levelファンクションキー：[f2]）
	5.2.3 リニアスケールの設定（Linear Levelファンクションキー：[f4]）
	5.2.4 光アッテネータのオン・オフ（Opt.Att Off/Onファンクションキー：[f6]）

	5.3 分解能と平均処理の設定（Res/VBW/Avgカード：[F3]）
	5.3.1 分解能の設定（Resファンクションキー：[f1]）
	5.3.2 受光帯域幅の設定（VBWファンクションキー：[f2]）
	5.3.3 Point Averageの設定（Point Averageファンクションキー：[f3]）
	5.3.4 Sweep Averageの設定（Sweep Averageファンクションキー：[f4]）
	5.3.5 Smoothの設定（Smoothファンクションキー：[f5]）
	5.3.6 Sampling Pointの設定（Sampling Pointsファンクションキー：[f6]）
	5.3.7 実効分解能表示の切り替え（Act-Res Off/Onファンクションキー：[f7]）

	5.4 極大点，極小点の検出（Peak/Dip Searchカード：[F4]）
	5.4.1 最大レベルの極大点を探すには（Peak Searchファンクションキー：[f1]）
	5.4.2 最大レベルの極小点を探すには（Dip Searchファンクションキー：[f2]）
	5.4.3 １つ小さいレベルの極大点・極小点を探すには（[f4]↓：Nextファンクションキー）
	5.4.4 １つ大きいレベルの極大点・極小点を探すには（[f5]↑：Lastファンクションキー）
	5.4.5 左側のピーク・ディップを探すには（[F6]←：Leftファンクションキー）
	5.4.6 右側のピーク・ディップを探すには（[F7]←：Rightファンクションキー）
	5.4.7 ピークディップの検出を解除するには

	5.5 波形の解析（Analysisカード：[F5]）
	5.5.1 スレッショルド法解析（Thresholdファンクションキー：[f1]）
	5.5.2 ndB－ロス法解析（ndB-Lossファンクションキー：[f2]）
	5.5.3 サイドモード抑圧比解析（SMSRファンクションキー：[f3]）
	5.5.4 包絡線法解析（Envelopeファンクションキー」：[f4]）
	5.5.5 RMS法解析（RMSファンクションキー：[f5]）
	5.5.6 パワー積分解析（Spectrum Powerファンクションキー：[f6]）
	5.5.7 解析結果の消去（Offファンクションキー：[f7]）

	5.6 メモリの選択とトレースの切り替え（Traceグループ：[F6]）
	5.6.1 メモリAの選択（Memory Aファンクションキー：[f1]）
	5.6.2 メモリBの選択（Memory Bファンクションキー：[f2]）
	5.6.3 トレースAの選択（Trace Aファンクションキー：[f3]）
	5.6.4 トレースBの選択（Trace Bファンクションキー：[f4]）
	5.6.5 二つのトレースの同時表示（Trace A&Bファンクションキー：[f5]）
	5.6.6 トレースの差A-B（Trace A-Bファンクションキー：[f6]）
	5.6.7 トレースの差B-A（Trace B-Aファンクションキー：[f7]）

	5.7 測定データの保存と呼び出し（Save/Recallカード：[F7]）
	5.7.1 測定データの保存（Saveファンクションキー：[f1]）
	5.7.2 保存データの呼び出し（Recallファンクションキー：[f2]）
	5.7.3 ファイルオプションの設定（File Optionファンクションキー：[f4]）
	5.7.4 ファイルの削除（File Deleteファンクションキー：[f5]）
	5.7.5 フロッピーディスク（FD）のフォーマット（File Formatファンクションキー：[f6]）

	5.8 グラフ表示方式の切り替え（Graphカード：[F1]）
	5.8.1 ノーマルの表示（Normalファンクションキー：[f1]）
	5.8.2 重ね書き表示（Overlapファンクションキー：[f2]）
	5.8.3 マックスホールド表示（Max Holdファンクションキー：[f3]）
	5.8.4 ノーマライズ表示（Normalizeファンクションキー：[f4]）
	5.8.5 三次元表示（3Dファンクションキー：[f5]）
	5.8.6 グラフの消去（Clearファンクションキー：[f6]）

	5.9 応用測定機能（Applicationカード：[F2]）
	5.9.1 DFB-LDの評価（DFB-LD Testファンクションキー：[f1]）
	5.9.2 FP-LDの評価（FP-LD Testファンクションキー：[f2]）
	5.9.3 LEDの評価（LED Testファンクションキー：[f3]）
	5.9.4 PMDの評価（PMD Testファンクションキー：[f4]）
	5.9.5 光増幅器の評価（Opt.Amp Test：[f5]）
	5.9.6 WDMの解析（WDM：[f6]）

	5.10 特別な測定モード（Measure Modeカード：[F3]）
	5.10.1 広ダイナミックレンジ測定（D.range Norm/Hiファンクションキー：[f1]）
	5.10.2 変調光測定（Ext-Triggerファンクションキー：[f3]）
	5.10.3 インターバル測定（Interval Timeファンクションキー：[f4]）
	5.10.4 トラッキング測定（TLS Tracking：[f5]）
	5.10.5 パワーモニタ測定（Power Monitorファンクションキー：[f6]）

	5.11 タイトルの設定（Titleカード：[F4]）
	5.12 校正機能（Calカード：[f5]）
	5.12.1 波長オフセットの設定（Wl Offsetファンクションキー：[f1]）
	5.12.2 レベルオフセットの設定（Level Offsetファンクションキー：[f2]）
	5.12.3 外部光源による波長の校正（Wl Cal (Ext)ファンクションキー：[f3]）
	5.12.4 オプション基準波長光源による波長の校正（Wl Cal (Ref)1ファンクションキー：[f4]）
	5.12.5 波長校正データの初期化（Wl Cal (Init)ファンクションキー：[f5]
	5.12.6 自動光軸調整（Auto Alignファンクションキー：[f6]）
	5.12.7 実効分解能の校正（Res Calファンクションキー：[f7]）

	5.13 測定条件の保存・呼び出し（Conditionカード：[F6]）
	5.13.1 測定条件の保存（Condition Saveファンクションキー：[f1]）
	5.13.2 測定条件の呼出しと測定条件の初期化（Recallファンクションキー：[f2]）
	5.13.3 現在の測定条件の一覧表示（Viewファンクションキー：[f4]）

	5.14 その他の機能（Othersカード：[F7]）
	5.14.1 プリンタの設定（Printer Prmtrファンクションキー：[f1]）
	5.14.2 GPIBアドレスの設定（GPIB Addressファンクションキー：[f2]）
	5.14.3 日付・時刻の設定（Data/Timeファンクションキー：[f3]）
	5.14.4 画面表示色の設定（Display Colorファンクションキー：[f4]）
	5.14.5 バックライト消灯時間の設定（Back Lightキー：[f6]）
	5.14.6 ブザーオン・オフの設定（Buzzer On/Off：[f7]）
	5.14.7 RS-232Cの設定（RS-232C Prmtrファンクションキー：[f7]）

	5.15 マーカ選択画面（MarkerSelectキー：[Marker Select]）
	5.15.1 波長マーカの設定（λMkr_A：[f1]，λMkr_Bファンクションキー：[f2]）
	5.15.2 レベルマーカの設定（LMkr_C：[f3]，LMkr_Dファンクションキー：[f4]）
	5.15.3 トレースマーカの設定（）TMkrファンクションキー：[f5]
	5.14.4 デルタマーカの設定（ΔMkrファンクションキー：[f6]）
	5.15.5 マーカの消去（Mkr Eraseファンクションキー：[f7]）
	5.15.6 トレースマーカ→センタ波長設定機能（TMkr→Centerキー：[TMkr→Center]）

	5.16 ゾーンマーカ画面（Zone Markerキー：[Zone Marker]）
	5.16.1 ゾーンセンターの設定（Zone Centerファンクションキー：[f1]）
	5.16.2 ゾーン幅の設定（Zone Widthファンクションキー：[f2]）
	5.16.3 ゾーン→スパンの設定（Zone→Spanファンクションキー：[f3]）
	5.16.4 ズームイン/ズームアウト（Zoom In/Outファンクション：[f4]）
	5.16.5 ゾーンマーカの消去（Zone Mkr Eraseファンクションキー：[f7]）


	第6章　校正と性能試験
	6.1 レベルの校正
	6.2 波長の校正
	6.2.1 内部基準波長光源を使って校正する
	6.2.2 外部光源を使って校正する

	6.3 性能試験
	6.3.1 波長確度
	6.3.2 レベル確度


	第7章　保守および再輸送
	7.1 日常の手入れ
	7.1.1 外観の汚れ
	7.1.2 画面の汚れ
	7.1.3 本器内部のフェルールのクリーニング
	7.1.4 ケーブルのフェルールのクリーニング

	7.2 保管上の注意
	7.3 再輸送
	7.4 故障かなと思ったら

	付録
	付録A
	A.1 波長
	A.2 分解能
	A.3 レベル
	A.4 その他
	A.5 白色光源（オプション02）
	A.6 SLD光源（オプション13のSLD出力およびオプション14）
	A.7 Lバンド帯性能向上（オプション15）
	A.8 機能
	A.9 環境性能
	A.10 寸法・質量

	付録B 初期設定値
	B.1 Wavelengthカード
	B.2 Level Scaleカード
	B.3 Res/VBW/Avgカード
	B.4 Peak/Dip Searchカード
	B.5 Analysisカード
	B.6 Save/Recallカード
	B.7 Graphカード
	B.8 Applicationカード
	B.9 Measure Modeカード
	B.10 Titleカード
	B.11 Calカード
	B.12 Othersカード

	付録C エラーコード
	C.1 システムに関するエラー（000～099）
	C.2 測定に関するエラー（100～199）
	C.3 キーオペレーションに関するエラー（200～299）
	C.4 デバイスに関するエラー（300～499）

	付録D 受光帯域幅と最低受光感度と掃引速度の関係
	付録E 実効分解能表示値の確度アップ
	E.1 従来の分解能の定義
	E.2 新方式

	付録F 光ファイバコードについて
	付録G 性能試験結果記入表
	付録H 自動測定処理について
	付録I マーカ周波数表示の切り替えについて
	付録J 寿命がある部品について

	索引



